
2-14-31

国
王
尚
敬
の
、
謝
恩
の
た
め
紫
巾
官
向
得
功
等
を
遣
わ
す
む
ね
の
符
文

(
一
七
二
五
、
一
一
、
二
〇
)

琉
球
国
中
山
王
尚

(敬
)、謝
恩
の
事
の
為
に
す
。

切
照
す
る
に
、
卑
藩
、
雍
正
元
年
に
于
て
恭
ん
で
王
舅
翁
国
柱
等
を
遣
わ

し
、
入
京
し
慶
賀
せ
し
め
、
雍
正
二
年
冬
に
至
り
京
に
到
る
。
皇
恩
浩
蕩
に

し
て
意
を
加
え
て
撫
恤
す
る
を
蒙
り
、
王
舅
翁
国
柱
、
旨
を
奉
じ
て
乾
清
宮

に
召
見
せ
ら
る
。
上
、
臣
尚
敬
に
御
書
の匾

額
の
輯
瑞
球
陽
の
四
大
字
、
並

び
に
玉
器

・
玻
璃

・
法
瑯

・
磁
器

・
端
硯

・緞
疋
等
の
物
、
共
に
二
十
七
件

を
賜
う
。
又
、
王
舅
翁
国
柱
に
銀

・
緞
二
件
を
賜
う
。

叨

く
も
異
数
を
蒙

り
、
理
と
し
て
応
に
謝
恩
す
べ
し
。
此
の
為
に
特
に
紫
巾
官
向
得
功

・
正
議

大
夫
鄭
士
絢

・
都
通
事
陳
以
栢
等
を
遣
わ
し
、
表
章
を
齎
捧
し
、
官
伴

・
梢

役
共
に
計

一
百
二
十
員
名
を
率
領
し
て
海
船

一
隻
に
坐
駕
し
、
方
物
の
金
鶴

形

一
対
、
鶴
踏
銀
岩
坐
各
全

・
黒
漆
嵌
螺
五
爪
竜
椀
三
十
個

・
黒
漆
嵌
螺
五

爪
竜
盤
三
十
個

・
細
嫩
青
花
蕉
布
五
十
疋

・
細
嫩
白
花
蕉
布
五
十
疋

・
細
嫩

素
光
蕉
布
五
十
疋

・
精
彩
画
囲
屛

一
対

・
囲
屛
紙
五
千
張

・
護
寿
紙
五
千

張

・
精
製
雅
扇
二
百
把
等
を
装
載
し
て
解
運
し
、
前
ん
で
福
建
等
処
承
宣
布

政
使
司
に
詣
り
て
投
納
し
、
起
送
し
て
京
に
赴
か
ん
と
す
。

拠
り
て
差
去
す
る
員
役
は
並
び
に
文
憑
無
け
れ
ば
、
誠
に
所
在
の
官
軍
の

阻
留
し
て
便
な
ら
ざ
る
を
恐
る
。
理
と
し
て
合
に
符
文
を
給
発
し
て
以
て
通

行
に
便
な
ら
し
む
べ
し
。
此
の
為
に
王
府
、
礼
字
第
七
号
半
印
勘
合
の
符
文

を
給
し
て
都
通
事
陳
以
栢
等
に
付
し
収
執
し
て
前
去
せ
し
む
。
如
し
経
過
の

関
津
及
び
沿
海
巡
哨
の
官
軍
の
験
実
に
遇
わ
ば
即
便
に
放
行
し
、
留
難
し
遅

悞
す
る
を
得
し
む
る毋

か
れ
。
須
ら
く
符
文
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

計
開
　

京
に
赴
く

正
使
紫
巾
官

一
員　

向
得
功　
　
跟

伴

一
十
七
名

副
使
正
議
大
夫

一
員　

鄭
士
絢　
跟

伴

一
十
二
名

都
通
事

一
員
　

陳
以
栢　
　
　
跟

伴
六
名

在
船
都
通
事

一
員　

毛
士
達　
跟

伴
五
名

在
船
使
者
二
員
　

麻
冕
／

向
正
中　

跟
伴
八
名

存
留
通
事

一
員
　

楊
大
壮　
　
跟

伴
六
名

管
船
直
庫

・夥

長
二
名　
阮

超
倫

・
陳
志
広

水
梢
共
に
五
十
七
名

右
の
符
文
は
赴
京
の
都
通
事
陳
以
栢
等
に
付
す
。
此
れ
を
准
ず

雍
正
三
年

(
一
七
二
五
)
十

一
月
二
十
日

2-14-32

国
王
尚
敬
の
、
謝
恩
の
た
め
紫
巾
官
向
得
功
等
を
遣
わ
す
む
ね
の
執
照

(
一
七
二
五
、
一
一
、
二
〇
)

琉
球
国
中
山
王
尚

(敬
)、謝
恩
の
事
の
為
に
す
。

切
照
す
る
に
、
卑
藩
、
雍
正
元
年
に
于
て
恭
ん
で
王
舅
翁
国
柱
等
を
遣
わ

し
、
入
京
し
慶
賀
せ
し
め
、
雍
正
二
年
冬
に
至
り
京
に
到
る
。
皇
恩
浩
蕩
に

し
て
意
を
加
え
て
撫恤

す
る
を
蒙
り
、
王
舅
翁
国
柱
、
旨
を
奉
じ
て
乾
清
宮


